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【６年生を送る会でのお話】 

 世界では戦争がなくなりません。互いの考

え方や立場の「違い」でしかないのに、「自分

の言い分が正しい。あなたは間違っている。」

と言い張って、２つの国で１つの国をいじめ

ている。大きく強い国が、小さく弱い国をい

じめている。私にはそのようにしか見えませ

ん。そして、たくさんの人が死んでいます。残

念ながら大人はなかなかかしこくなれないよ

うです。 

 一西小のやくそくは「たすけあい」です。互

いの「ちがい」を対話で乗り越えていくことで

助け合える大人に育ってほしいと願っていま

す。自分と「ちがう」考え方や行動は、自分よ

り劣っているのではなく、変なことでもない

のです。ただ「ちがう」だけです。そして、差別

やいじめのない、明るい社会をつくっていっ

てくれることを心から願っていま

す。そんな社会をつくるためには、

まず学級から、そして学校から。 

 ６年生を送る会の後、私は子どもたちにこ

のようなお話をしました。３月１９日は一宮西

部小学校７９回目の卒業式です。 

 

【あたりまえだけど大切な事】 

 少し前の話になりますが、全米最優秀教師

による「あたりまえだけど大切な 50 のルー

ル」が注目されました。そのうちの一つを紹

介します。『ルール４、「人の意見や考え方を

尊重しよう」話し合いをするときは、それぞれ

が自由に意見を言い合えるようにしよう。何

があっても、人の意見を笑ったり、からかった

りしてはいけない。相手に自分の意見は間違

っていると思わせないように、礼儀正しく意

見を言おう。』  

【７年度最後のよみきかせ】 

 ３月４日（水）、７年度最後のよみきかせの後、

校長室で今年の活動の振り返りをしていただき

ました。いい絵本を１０分間でよみきかせるため

の本選びの工夫、リハーサルを何度も行ってい

ること、子供とのやり取りを楽しみにされている

こと、子供とのやり取りに難しさを感じられてい

ることなど、みなさんが努力を積み重ねられて

いることが伝わってきました。この活動は２５年

以上の歴史があって、全学級に等しくよみきか

せができている

本校のスタイル

は少数派とのこ

とでした。しか

し、来年度はよ

みきかせスタッ

フが不足しそう

です。「よみきかせをやってみよう」という方は、

学校☎0533-93-2007 までご相談くださ

い。活動の様子を見学だけで・・・も大歓迎です。 

 

【令和７年度のお礼】 

 本号が令和７年度最終号です。 

 子どもたち。毎日のじゅぎょうに、一生けんめ

いとりくみました。自分たちでつくるプロジェク

トも、自分で考えて自分からうごきました。大変

りっぱでした。これからも小さい友達に、あこが

れられるやさしくつよい人間になっていこう。 

 保護者・地域の皆様。今年は担任制度や下校

時間を変更しました。子どもの輝く未来のため

ではありますが、みなさまのご理解なしには成し

遂げられない事ばかりでした。またご要望におこ

たえできないこともあったことと思いますが、こ

れからもよろしくお願いいたします。 

 先生方。一人ひとりの子供を温かく見守り育ん

でいただきました。勤務時間を超える丁寧な取

組もしていただきました。先生方の献身的な姿

勢に心からお礼を申し上げます。 


